


































































1891. 5.15 レールム・ノヴァルム 労働者の境遇 ※ レオ十三世
1931. 5.15 クアドラゼジモ・アンノ 社会秩序の再建 ※ ピオ十一世
1961. 5.15 マーテル・エト・マジストラ キリスト教と社会的進歩 ※ ヨハネ二十三世
1963. 4.11 パーチェム・イン・テリス 地上の平和 ※ ヨハネ二十三世
1963.12.23 クリスマス・メッセージ パウロ六世
1964. 8. 6 エクレジアム・スアム 教会の使命について ※ パウロ六世
1965.12. 7 現代世界憲章 （第二バチカン公会議） ※ パウロ六世
1966. 2. 9 一般謁見のときの話 パウロ六世
1967. 3.26 ポプロールム・プログレシオ 諸民族の進歩推進について ※ パウロ六世
1971. 5.14 オクトジェジマ・アドヴァニエンス （教皇書簡） パウロ六世
1971.12.12 世界の正義 （シノドス文書） パウロ六世
1975.12. 8 福音宣教 （教皇訓戒） パウロ六世
1979. 3. 4 レデンプトル・オミニス 人間の贖い主 ※ ヨハネ・パウロ二世





1988. 8.15 ムリエリス・ディグニタテム 女性の尊厳と使命（使徒的書簡） ヨハネ・パウロ二世
1991. 5. 1 チェンテシムス・アンヌス 新しい課題 ※ ヨハネ・パウロ二世
1993. 8. 6 ヴェリタティス・スプレンドル 真理の輝き ※ ヨハネ・パウロ二世
1996. 3.25 エヴァンジェリウム・ヴィテ いのちの福音 ※ ヨハネ・パウロ二世
2001. 2.27 いのちへのまなざし 日本カトリック司教団
2003. 4. 8 カトリック教会の教え
2004. 6.29 教会の社会教説綱要 教皇庁正義と平和評議会









































このような回勅は，20 世紀以降，10 ～ 30 年
置きに発出されてきたが，21 世紀に入り，その





しい課題 ― 教会と社会の百年をふりかえって―』 
Centesimus Annus（May 1, 1991）は，Reurum 
Novarum 100 周年のものである 5）。
2000 年代後半以降は，とくにその頻度が高まっ
ているが，ベネディクト 16 世回勅『真理に根ざ


























































































































































2009 年 6 月のベネディクト 16 世回勅『真理に
根ざした愛』（Caritas in veritate） は，「尊敬す






























































































































































































































































































































































































































































統 合 を 促 す 」（European Commission, 1992, 
Towards a Europe of Solidarity: Intensifying 














年 4 月 27 ～ 28 日の第 37 回閣僚理事会において，
社会的排除問題への取り組みを決定した 16）。
















































































































































































































































































































































駆 者 組 合（The Rochdale Society of Equitable Pio-
neers）は協同組合運動の先駆的存在となった生活協同

























































4）①  ピ オ 11 世 回 勅『 ク ア ド ラ ジ ェ ジ モ・ ア ン ノ 』 
Quadragesimo Anno（May 15, 1931）
②　ヨハネ 23 世回勅『マーテル・エト・マジストラ 
― キリスト教の教えに照らしてみた社会問題の最近
の発展について ― 』  Mater et Magistra（May 15, 
1961）
③　ヨハネ 23 世回勅『パーチェム・イン・テリス ― 
地上の平和 ― 』 Pacem in Terris（April 11, 1963）
④　第二バチカン公会議『現代世界憲章』　GAUDIUM 
ET SPES（December 7, 1965）
⑤　パウロ 6 世回勅『ポプロールム・プログレシオ ― 
諸民族の進歩推進について ― 』Populorum Pro-
gressio（March 26, 1967）
⑥　パウロ 6 世教皇書簡『オクトジェジマ・アドヴェ
ニエンス』 Octogesima Adveniens（May 14, 1971）
⑦　ヨハネ・パウロ 2 世回勅『働くことについて』 
Laborem Exercens（September 1, 1981）
⑧　ヨハネ・パウロ 2 世回勅『真の開発とは ― 人間不
在の開発から人間尊重の発展へ ― 』Sollicitudo Rei 
Socialis（December 30, 1987）
⑨　ヨハネ・パウロ 2 世回勅『新しい課題 ― 教会と社






























































15）教皇フランシスコは，2013 年 3 月に就任し，同年 6
月に回勅「信仰の光 Lumen-fidei」を発出しているが，
社会教説として経済問題には殆んど触れていない。
16）OECD は，The Battle against Exclusion, Vol.1~3. を









けられている（Focus on Inequality and Growth, 2014, 
029
回勅と経済問題




きく引き離している 1 % の超富裕層によって牽引され
ているが，成長にとって最も重要なのは，置き去りにさ
れている低所得の世帯である。上位 10％の富裕層の所
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